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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年11月17日(2011.11.17)

【公開番号】特開2010-85730(P2010-85730A)
【公開日】平成22年4月15日(2010.4.15)
【年通号数】公開・登録公報2010-015
【出願番号】特願2008-254946(P2008-254946)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/08     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   7/08    　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｅ
   Ｇ０２Ｂ   7/08    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月29日(2011.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動レンズを含むレンズ群と、前記可動レンズを稼動させるモータと、を備えた撮像装
置において、
　前記モータを駆動するモータ駆動手段と、
　前記撮像装置に掛かる振動や衝撃を検出する振動衝撃検出手段と、
　該振動衝撃検出手段が所定値以上の振動や衝撃を検出した場合に前記モータに位置ずれ
や脱調等が生じることを抑制する位置ずれ抑制手段と、
　前記モータ駆動手段や前記位置ずれ抑制手段を制御する制御手段と、を備えることを特
徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記位置ずれ抑制手段は、駆動中の励磁電力を増強する駆動電力増強手段を備え、
　前記制御手段は、前記振動衝撃検出手段が前記モータの駆動中に前記撮像装置に所定値
以上の振動や衝撃が掛かったことを検出した場合、前記駆動電力増強手段を制御して前記
モータに印加している駆動電力を増強させて前記モータを励磁することを特徴とする請求
項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記位置ずれ抑制手段は、前記振動衝撃検出手段が検出した振動や衝撃のレベルを確認
する振動衝撃レベル確認手段と、該振動衝撃レベル確認手段が確認した振動や衝撃のレベ
ルに対応した励磁電力の電力レベルを設定する励磁電力設定手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記振動衝撃検出手段が前記モータの駆動中に前記撮像装置に所定値
以上の振動や衝撃が掛かったことを検出した場合、前記励磁電力設定手段が設定する振動
や衝撃のレベルに対応する電力レベルに設定された、電力レベルを増強した駆動電力を前
記モータに印加させることを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記位置ずれ抑制手段は、前記各モータの駆動速度を設定する駆動速度設定手段を備え
、
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　前記制御手段は、前記振動衝撃検出手段が前記モータの駆動中に前記撮像装置に所定値
以上の振動や衝撃が掛かったことを検出した場合、前記駆動速度設定手段を制御して前記
モータの駆動速度を低減させる駆動速度低減処理を実行することを特徴とする請求項１乃
至請求項３のいずれかに記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記位置ずれ抑制手段は、停止中の前記モータに励磁電力を印加するモータ励磁手段を
備え、
　前記制御手段は、前記振動衝撃検出手段がモータの停止中に前記撮像装置に所定値以上
の振動や衝撃が掛かったことを検出した場合、前記モータ励磁手段を制御して前記モータ
に励磁電力を印加させ前記各モータを励磁することを特徴とする請求項１乃至請求項４の
いずれかに記載の撮像装
置。
【請求項６】
　前記位置ずれ抑制手段は、前記振動衝撃検出手段が検出した振動や衝撃のレベルを確認
する振動衝撃レベル確認手段と、該振動衝撃レベル確認手段が確認した振動や衝撃のレベ
ルに対応した励磁電力の電力レベルを設定する励磁電力設定手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記振動衝撃検出手段が前記各モータの停止中に前記撮像装置に所定
値以上の振動や衝撃が掛かったことを検出した場合、前記励磁電力設定手段が設定する振
動や衝撃のレベルに対応する電力レベルの励磁電力を前記モータに印加させることを特徴
とする請求項５に記載の撮像装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　又、前記位置ずれ抑制手段は、駆動中の励磁電力を増強する駆動電力増強手段を備え、
前記制御手段は、前記振動衝撃検出手段が前記モータの駆動中に前記撮像装置に所定値以
上の振動や衝撃が掛かったことを検出した場合、前記駆動電力増強手段を制御して前記モ
ータに印加している駆動電力を増強させて前記モータを励磁するものである。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　更に、前記位置ずれ抑制手段は、前記振動衝撃検出手段が検出した振動や衝撃のレベル
を確認する振動衝撃レベル確認手段と、該振動衝撃レベル確認手段が確認した振動や衝撃
のレベルに対応した励磁電力の電力レベルを設定する励磁電力設定手段と、を備え、前記
制御手段は、前記振動衝撃検出手段が前記モータの駆動中に前記撮像装置に所定値以上の
振動や衝撃が掛かったことを検出した場合、前記励磁電力設定手段が設定する振動や衝撃
のレベルに対応する電力レベルに設定された、電力レベルを増強した駆動電力を前記モー
タに印加させるものである。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１０】
　又、前記位置ずれ抑制手段は、前記各モータの駆動速度を設定する駆動速度設定手段を
備え、前記制御手段は、前記振動衝撃検出手段が前記モータの駆動中に前記撮像装置に所
定値以上の振動や衝撃が掛かったことを検出した場合、前記駆動速度設定手段を制御して
前記モータの駆動速度を低減させる駆動速度低減処理を実行するものである。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　更に、前記位置ずれ抑制手段は、停止中の前記モータに励磁電力を印加するモータ励磁
手段を備え、前記制御手段は、前記振動衝撃検出手段がモータの停止中に前記撮像装置に
所定値以上の振動や衝撃が掛かったことを検出した場合、前記モータ励磁手段を制御して
前記モータに励磁電力を印加させ前記各モータを励磁するものである。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　そして、前記位置ずれ抑制手段は、前記振動衝撃検出手段が検出した振動や衝撃のレベ
ルを確認する振動衝撃レベル確認手段と、該振動衝撃レベル確認手段が確認した振動や衝
撃のレベルに対応した励磁電力の電力レベルを設定する励磁電力設定手段と、を備え、前
記制御手段は、前記振動衝撃検出手段が前記各モータの停止中に前記撮像装置に所定値以
上の振動や衝撃が掛かったことを検出した場合、前記励磁電力設定手段が設定する振動や
衝撃のレベルに対応する電力レベルの励磁電力を前記モータに印加させることもある。
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